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ナンダ・コート初登頂 80周年記念事業報告会 

ヒマラヤの聖峰、80年目の再挑戦 

― 山頂に眠る旗を探しに ー 
          

  20 世紀初め、ユーラシア大陸の天空に突き出したヒマラヤの高峰は日本人登山家にとって

未知の世界であり、夢の山々でした。立教大学山岳部は 80 年前、そのヒマラヤの未踏峰「ナ

ンダ・コート」（6861m）の初登頂に成功しましたが、この日本山岳史に残る偉業は、長く続いた

戦禍に巻き込まれ、忘却されてしまいました。この、立教大学山岳部の足跡を探すため、再び

山頂を目指した「ナンダ・コート再登頂プロジェクト」の報告会を開催します。 

2018 年1 月12 日（金） 

     18:00～20:00 （開場 17:30） 

    定  員： 200名  （申込不要 先着順） 

<対象： 学生、教職員、一般＞ 

会  場： 池袋キャンパス 11号館 A203教室 

 

主  催 ： ナンダ・コート初登頂 80周年記念事業実行委員会 

後  援 ： 立教大学 立教大学山友会 立教大学山岳部 



　

最
終
キ
ャ
ン
プ
地
点
か
ら
山

頂
ま
で
約
１
１
０
０
㍍
。
南
壁

の
山
頂
直
下
は
平
均
斜
度
約
60

度
の
氷
壁
。
氷
壁
は
約
６
０
０

㍍
続
く
。
最
後
で
最
大
の
難
所

だ
。

　

ア
タ
ッ
ク
当
日
10
月
７
日
の

日
記
。「
午
前
零
時
、
起
床
。
マ

イ
ナ
ス
13
度
。
頭
痛
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
月
の
光
で
南
壁
が
う

っ
す
ら
見
え
て
い
る
。
遠
征
中

で
一
番
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
」

　

１
９
３
６
年
、
立
大
山
岳
部

の
堀
田
た
ち
と
と
も
に
初
登
頂

に
成
功
し
た
記
者
、
竹
節
は
山

頂
に
挑
む
当
日
の
心
境
を
日
記

に
「
一
昨
夜
、
昨
夜
と
続
け
て

故
国
の
父
母
の
夢
を
見
た
。
父

は
亡
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
何

故
夢
に
見
る
の
か
」
と
感
じ
た

不
安
を
正
直
に
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
は
意
を
決
し
た
一

文
を
書
き
残
す
。

　
「
い
ざ
や
行
か
ん
。
今
日
ぞ
出

発
の
日
だ
。
天
は
晴
れ
た
り
。

い
ざ
行
か
ん
」

　

鈴
木
の
心
境
は
、
80
年
前
の

隊
員
と
相
似
す
る
。
４
人
の
ア

タ
ッ
ク
隊
は
月
光
の
照
ら
し
出

す
南
壁
の
頂
に
向
け
歩
み
だ
す
。

　
「
よ
し
、
行
く
ぞ
」

初登頂から80年…

再びナンダ・コートへ挑む
　

20
世
紀
の
初
め
、ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
天
空
に
突
き
出
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
は
日

本
人
登
山
家
に
と
っ
て
未
知
の
世
界
で
あ
り
、夢
の
山
々
だ
っ
た
。立
教
大
学
山
岳
部

は
80
年
前
、そ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
未
踏
峰「
ナ
ン
ダ
・コ
ー
ト
」（
６
８
６
１
㍍
）の
初
登
頂
に

成
功
し
た
。し
か
し
、日
本
山
岳
史
に
残
る
偉
業
は
、長
く
続
い
た
戦
渦
に
巻
き
込
ま

れ
、忘
却
さ
れ
た
。立
大
山
岳
部
の
足
跡
を
探
し
、再
び
山
頂
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
２
年
間
に
わ
た
っ
て
追
い
か
け
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
完
成
し
た
。

広告企画・制作 毎日新聞社広告局

■ 

夢
を
追
い
か
け
た
若
者
た
ち
の
時
代

■ 

幻
の
フ
ィ
ル
ム
「
ナ
ン
ダ
・
コ
ッ
ト
征
服
」

偉
業
へ
挑
戦
し
た
登
山
隊
の
思
い

■ 

最
後
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
あ
の
頂
に
再
び
」

夢の山、ナンダ・コート 
  　　　 　　立教大学山岳部ＯＢ
　　　 　　　　　　堀 達憲（64）

 小学生のころ、父に連れられて上
高地に行った。雄大な穂高にあこ
がれ、立教大学山岳部に入部。ナ
ンダ・コート初登頂の事を知り誇ら
しかった。ヒマラヤへの夢は募っ
た。しかし、卒業翌年に父が他界し
家業を継ぐため山は封印した。
 それから40数年。その山にチャレ
ンジする機会を得た。初登頂時は
ベースキャンプまで50日を要してい
る。現在と比べて情報、交通、装
備、食料など当時の苦労は計り知
れない。今回、登攀ルートこそ違う
が光り輝く台形の頂上壁は悠久の
時を経ても気高く美しい。隣峰のナ
ンダ・デビ（祝福された女神）が初
登頂時同様、静かに私たちを見
守ってくれている。
 ナンダ・コートに行って初登頂にか
けた先人の熱意と粘り強さを目の
当たりにした。先輩諸兄の築いた
未知なるものへのロマンと挑戦す
る精神を立教大学山岳部の伝統と
してこの先も引き継いで行く決意を
新たにした。

１９３６年１０月、
ナンダ・コートの稜線を進む
立大山岳部員＝竹節作太撮影

　

今
年
９
月
17
日
、
成
田
空
港
。

隊
長
の
大
蔵
喜
福
（
66
）
を
は

じ
め
立
教
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の

堀
達
憲
（
64
）、
鈴
木
拓
馬
（
24
）

の
２
人
の
ほ
か
山
田
祐
士（
38
）、

石
井
邦
彦（
37
）、門
谷
優
（
34
）、

中
島
健
郎
（
32
）
の
精
鋭
７
人

の
遠
征
隊
員
が
イ
ン
ド
に
向
か

う
た
め
集
結
し
た
。

　

80
年
前
、
堀
田
た
ち
は
ナ
ン

ダ
・コ
ー
ト
の
山
頂
に
立
大
校
旗
、

日
の
丸
、
毎
日
新
聞
社
旗
を
ハ
ン

マ
ー
な
ど
に
結
わ
え
て
埋
め
て

き
た
。
７
人
の
遠
征
隊
は
山
頂

に
埋
め
ら
れ
た
旗
を
探
し
、
再

登
頂
の
様
子
を
撮
影
記
録
す
る

任
務
を
担
う
。

　

７
人
の
遠
征
隊
員
の
脳
裏
に

は
、
一
抹
の
不
安
が
よ
ぎ
っ
て

い
た
。
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
の
位

置
す
る
イ
ン
ド
北
部
は
中
国
国

境
に
接
し
、
中
印
紛
争
の
火
種

を
抱
え
る
。
今
年
７
月
、
中
国

共
産
党
機
関
紙「
環
球
時
報
」は
、

前
月
の
イ
ン
ド
軍
越
境
を
き
っ

か
け
に
「
中
国
は
イ
ン
ド
と
戦

う
準
備
が
で
き
て
い
る
」
と
警

告
し
て
い
た
。

　

同
時
期
、
入
山
申
請
に
対
し

イ
ン
ド
側
は
、
80
年
前
と
同
じ

北
面
ル
ー
ト
の
登
頂
を
認
め
ず
、

遠
征
隊
は
南
面
ル
ー
ト
で
の
登

攀
に
限
ら
れ
た
。
南
面
は
イ
ン

ド
、
北
面
は
中
国
国
境
に
面
す

る
。

　

今
回
、
最
年
少
の
遠
征
隊
員
、

鈴
木
は
１
万
８
０
０
０
字
に
及

ぶ「
遠
征
日
記
」を
付
け
て
い
る
。

日
本
を
た
っ
て
19
日
目
の
10
月

５
日
の
日
記
を
見
る
と
、
鈴
木

は
最
終
キ
ャ
ン
プ
設
営
の
た
め
、

偵
察
に
出
て
い
る
。

　
「
５
６
３
０
㍍
付
近
、
山
頂
が

見
え
た
。
想
像
以
上
に
ナ
ン
ダ
・

コ
ー
ト
の
南
面
は
大
き
い
。
傾

斜
も
思
っ
た
よ
り
強
く
、
真
っ

白
な
滑
り
台
の
よ
う
だ
。
こ
こ

ま
で
も
骨
の
折
れ
る
道
の
り
だ

っ
た
が
、
最
後
に
あ
ん
な
と
こ

ろ
を
登
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

の
か
」

　

遠
征
隊
隊
長
の
大
蔵
の
調
べ

で
は
、
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
は
80

年
前
の
立
大
山
岳
部
に
始
ま
っ

て
登
頂
成
功
は
計
３
隊
。
南
面

ル
ー
ト
は
１
９
９
５
年
、
英
国

隊
の
成
功
が
あ
る
だ
け
で
、
ほ

と
ん
ど
未
踏
の
ル
ー
ト
状
態
だ
。

　

山
頂
ア
タ
ッ
ク
隊
は
鈴
木
を

は
じ
め
計
４
人
。
鈴
木
た
ち
は

10
月
６
日
朝
、
第
２
キ
ャ
ン
プ

を
出
発
し
、
最
終
（
第
３
）
キ

ャ
ン
プ
に
向
か
う
。
午
前
11
時

35
分
、
標
高
５
７
２
５
㍍
の
地

点
に
構
え
た
最
終
キ
ャ
ン
プ
に

到
着
。
夕
刻
、
明
日
の
準
備
を

終
え
て
テ
ン
ト
の
中
で
日
記
を

つ
づ
る
。

　
「
と
り
あ
え
ず
、
明
日
が
サ
ミ

ッ
ト
プ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
ア
タ

ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
か
ら
見
る
ナ
ン

ダ
・
コ
ー
ト
南
壁
は
迫
力
が
あ

る
。
そ
し
て
美
し
い
」

　

テ
ン
ト
の
中
で
シ
ュ
ラ
フ
に

く
る
ま
っ
て
、
す
で
に
寝
息
を

立
て
て
い
る
ア
タ
ッ
ク
隊
の
先

輩
を
見
て
、
若
い
鈴
木
は
、
興

奮
と
不
安
で
眠
れ
ず
、
ま
ど
ろ

ん
で
い
た
。

　

眠
れ
ぬ
一
夜
を
過
ご
し
た
日

記
の
最
後
に
は
「
若
干
、
頭
痛
が

す
る
。
明
日
の
朝
、
高
山
病
に
悩

ま
さ
れ
ず
に
気
持
ち
良
く
起
き

ら
れ
る
こ
と
を
心
の
底
か
ら
願

っ
て
い
る
。
体
を
起
こ
し
て
う
つ

ら
う
つ
ら
し
て
い
る
と
、
睡
魔
に

襲
わ
れ
、
知
ら
ぬ
間
に
朝
に
な
っ

て
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
３
６
年
、
27
歳
の
堀
田

は
当
時
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
史
上

で
最
年
少
の
隊
長
だ
っ
た
。
堀

田
た
ち
は
資
金
難
に
苦
し
む
。

加
え
て
時
代
状
況
が
悪
す
ぎ
た
。

同
年
２
月
に
は
軍
事
ク
ー
デ

タ
ー
「
２
・
26
事
件
」
が
あ
り
、

世
界
は
戦
時
色
を
強
め
て
い
た
。

登
頂
の
翌
37
年
、
日
本
は
日
中

戦
争
に
な
だ
れ
込
む
。

　

堀
田
た
ち
の
嗅
覚
は
鋭
く
、

戦
渦
の
は
ざ
ま
に
残
さ
れ
た
一

瞬
の
機
会
を
突
い
て
イ
ン
ド
行

を
決
行
す
る
。

　

冒
険
家
の
植
村
直
己
は
生
前
、

雑
誌
の
対
談
で
立
大
山
岳
部
の

快
挙
を
「
日
本
に
と
っ
て
も
エ

ベ
レ
ス
ト
に
登
っ
た
以
上
に
意

味
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
時
代
に

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
遠
征
隊
を
出
し
て

行
っ
た
、
新
し
い
も
の
を
開
拓

し
て
行
っ
た
と
い
う
の
は
本
当

に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
る
。

　

太
平
洋
戦
争
末
期
の
１
９
４

４
年
７
月
、
隊
員
の
一
人
、
湯

浅
は
太
平
洋
の
激
戦
地
マ
リ
ア

ナ
島
で
戦
死
し
た
。
湯
浅
は
ナ

ン
ダ
・
コ
ー
ト
で
崩
れ
落
ち
る

雪
庇
を
踏
み
越
え
て
生
還
し
、

山
頂
に
立
っ
た
。
そ
の
並
外
れ

た
体
力
と
運
動
神
経
で
他
の
隊

員
た
ち
を
驚
か
し
た
男
だ
っ

た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
「
ナ
ン

ダ
・
コ
ー
ト
初
登
頂
80
周
年
記

念
事
業
」。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
昨
年
初
め
、
１
９
３
６
（
昭

和
11
）
年
の
初
登
頂
の
様
子
を

記
録
し
た
フ
ィ
ル
ム
の
探
索
に

着
手
し
た
。
長
く
所
在
不
明
に

な
っ
て
お
り
、「
幻
の
フ
ィ
ル
ム
」

と
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
立
大
山
岳
部
の
初
登

頂
メ
ン
バ
ー
は
、
堀
田
弥
一
隊
長

（
27
）
の
ほ
か
山
縣
一
雄
（
24
）、

湯
浅
巌
（
23
）、
浜
野
正
男
（
22
）

の
４
人
に
、
大
阪
毎
日
新
聞
社

運
動
部
記
者
の
竹
節
作
太
（
30
）

が
隊
員
と
し
て
加
わ
っ
た
。
竹

節
は
、
重
さ
10
㌔
あ
る
撮
影
機

「
ア
イ
モ
」
を
持
っ
て
登
頂
し
、

一
部
始
終
を
撮
影
し
た
。

　

探
し
始
め
て
半
年
後
の
昨
夏
、

東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
山
岳

会
の
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
フ
ィ
ル

ム
を
発
見
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
缶
に

は
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
聖
峰　

ナ
ン

ダ
・
コ
ッ
ト
征
服
」
の
タ
イ
ト
ル
。

　

発
見
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
当
時
、

世
界
初
と
さ
れ
た
35
㍉
フ
ィ
ル

ム
で
撮
影
し
た
28
分
間
の
山
岳

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
っ
た
。
作

品
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
務
め
た

男
性
の
声
は
、
登
頂
の
瞬
間
を

「
勝
っ
た
、
勝
っ
た
、
お
れ
た
ち

は
勝
っ
た
ん
だ
」
と
興
奮
し
た

名
調
子
で
伝
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
昨
秋
、
長
野
県
山
ノ
内
町

の
竹
節
の
生
家
で
、
初
登
頂
の

時
に
使
用
し
た
ア
タ
ッ
ク
テ
ン

ト
を
発
見
し
た
。
記
者
で
あ
る

竹
節
は
、
登
頂
ま
で
の
様
子
を

撮
影
す
る
と
同
時
に
日
記
を
残

し
て
い
た
。
登
頂
前
日
（
10
月

４
日
）
の
日
記
に
は
、
テ
ン
ト
の

真
上
に
崩
れ
落
ち
そ
う
な
雪
庇

が
せ
り
出
し
て
お
り
、
雪
庇
の

下
敷
き
に
な
る
こ
と
な
く
一
夜

を
過
ご
し
、
登
頂
で
き
れ
ば
「
テ

ン
ト
を
持
ち
帰
る
」
と
記
さ
れ

て
い
た
。
堀
田
隊
長
は
８
年
余

り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の
た
め
に

欧
州
の
登
山
技
術
の
研
究
と
訓

練
な
ど
に
費
や
し
て
い
る
。
テ

ン
ト
は
、
堀
田
た
ち
の
研
究
の

成
果
を
生
か
し
て
生
ま
れ
た
純

国
産
品
だ
っ
た
。

せ
っ
ぴ

と
う

は
ん

りょうせん

偵察に出た
2人の隊員の間にのぞいた
ナンダ・コート南面
＝門谷優撮影

「太陽の日差しはありがたい」。
岩場に腰かけ休息する隊員たち

標高5200㍍付近の急斜面を登る
隊員たち＝中島健郎撮影

　インドの最高峰「ナンダ・デビ」をバックに休息する遠征隊員たち＝門谷優撮影

最終キャンプ地に進む標高5800㍍付近で
ナンダ・コートの山頂を見る＝中島健郎撮影




